






【営業利益増加の主な要因】

前期と比較し、営業利益は305百万円増加。主な要因は次のとおりです。

・売上高の増加163百万円。
住宅外壁工事の売上増加が寄与。

・前期85百万円の工事損失引当が発生したが、当期は計上なし。

・粗利率0.3ポイントの増加35百万円。

・販管費の減少23百万円。
主な減少要因は人件費の減少であり、退職者の補充が不足しております。



【セグメント別損益】

・戸建住宅事業
「外壁工事」の売上増加（増減率+8.1％）が目立ちました。工事内容は主に
施工付のタイル工事、サイディング工事です。

・大型物件事業
「タイル工事」は長期的な工事工程（工事進行基準）の影響もあり、売上が
減少しました。また、「住設工事」の売上高2,091百万円の内、大半は子会
社温調技研のリニューアル工事が占めており、工事内容は主に空調の入替、
マンションリニューアル工事です。





【重点課題の達成状況①】

・サイディング
施工力が課題です。期末時点で前期比120％達成が目標となります。

・サイディングプレカット
自社工場内でプレカットを作成し、現場では組立作業を中心とすることで
効率的な施工が可能となりました。また、ベトナム人研修生約30名に対
し、プレカット関連の工事に従事させるなど施工力強化に向けた人員補充
も行いました。

・木質建材
今後は物流改善を図ることで、売上範囲の拡大を目指します。

・サッシ東京サッシ除く
・サッシ東京サッシ含む

住宅向けサッシ組立工場を自社で保有していない為、大型工務店からの
継続的な受注が少ない状況です。今後は、東京サッシ保有の組立工場を大
型物件だけでなく、戸建物件にも対応できるよう工場再編を予定しており
ます。また、大手サッシメーカー様からの出向社員受入を開始しており、
こちらもサッシ部門の今後の飛躍につながることを期待をしております。



【重点課題達成状況②】

・ブランド事業部マリスト
タイル市場全体が縮小傾向にあり、ブランド事業部マリストもその影響か
ら売上が低下しました。

・ブランド事業部アルティス
高級浴槽だけでなく、最近ではシステムバス（オーダーメイド式バス）に
も着手しております。

・太陽光発電システム
買取り問題（電力会社による余剰電力買取り義務が2019年で失効）の影響
で大型発電システムの受注が落ち込んでおりますが、ZEH（経済産業省が掲
げる2020年までに注文住宅過半数のゼロエネルギーハウス化を目標とした
省エネ活動）に向け、現在、戸建向け太陽光発電システムに的を絞り着手し
ております。
現在、なかなか芽が出ず苦しんでいる部門ではありますが、将来への先行投
資と考えており、今後に期待をしている部門でもあります。

・新規顧客開拓
継続し取り組んでおりますが、今期は若干新規顧客件数が落ち込んでしまい
ました。新規顧客開拓件数を伸ばす様、あらためて社員への指導を徹底して
まいります。



【通期業績予想】

第2四半期時点において、増収・増益ではあるものの期首発表した業績予想
値と変更ありません。

その要因として消費税増税の延期が挙げられ、今期は増税延期の影響を最も受け
る時期だと考えております。
実際に、大手ハウスメーカーをはじめ、地方のパワービルダーも軒並み前年度売
上を下回っており、また、住宅関連ショールームの来場数も前年度を下回るケー
スが多く見受けられました。

その為、弊社においても業績予想値は据え置きとさせていただきます。



【業績推移】

消費増税開示時期（5％⇒8％）（弊社60期該当）にうまく軌道に乗れたと考え
ております。かけ込み需要により、市場全体が売上増へとつながりましたが、他
社では工事を行う中で職人の人手不足・工賃の値上げ問題に直面する先が目立ち
ました。

しかしながら、弊社では施工力（職人）を自社で保有している為、人手不足・工
賃の値上げにも対応することができ、その結果として長期的な売上増・利益確保
につがったと考えております。



【事業会社別業績予想】

アベルコ、インテルグローに関しては、概ね業績予想通り推移すると予想してお
ります。また、温調技研に関しては空調工事、給排水工事、また消防設備工事な
ど手掛けている市場が非常に大きく、受注調整を行うほど現在好調な部門である
ことから、期末時点での営業利益は150百万円、営業利益率は8～9％程度期待
できると考えております。

※アベルコベトナムについて
アベルコの戸建ユニッバス・キッチン施工図の作成を目的に設立。現在では、ア
ベルコだけでなく、得意先様（ハウスメーカー、パワービダー）、
仕入先様（キッチンメーカー）からの施工図作成依頼も受けており、全体の3分
の2は外部からの依頼によるものであります。



【中期経営計画】

充分達成可能な数字であると考えております。
今後控えているマニックス社との最終的な統合も中期計画達成に向けて大きく作
用すると考えております。
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